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About me

IT企業に勤めた後、日本文化の発信と地域活性化への興味か
ら広島酒専門の日本酒Barの店主として運営に従事。
2023年6月より益子町の地域振興に従事し、現在渋谷と益子
町の2拠点で活動中。

出身地：大阪府
活動テーマ：益子町未来共創拠点SHIBUYA QWSを拠点とし
た地域振興
趣味：日本酒、カラオケ、神社めぐり

國村果穂 Kaho Kunimura



益子町未来共創拠点SHIBUYA QWSとは

【益子町としての活用】
・毎月1度イベントスペースを利用できる権利
・同時に4名までコワーキングとして利用できる権利

【SHIBUYA QWS】
企業、行政、大学など多種多様なヒトが集まるコミュニティ。
QWSには常時コミュニケーターがおり、デジタルツールも活用して、
より気軽でフラットなコミュニケーションが生まれるしくみが整って
います。
QWSプロジェクトメンバー：これまで 200を超えるプロジェクトが
活動
コーポレートメンバー：大企業やベンチャー企業の他に、長崎県や新
潟県、磐梯町などの21自治体
アカデミックパートナー：東京大学、東京科学大学、慶應義塾大学、
早稲田大学、東京都市大学、東京藝術大学、明治大学の7つの大学
QWSコモンズ：約130人の有識者コミュニティ



益子町未来共創拠点の目的

・渋谷の共創施設を『益子町未来共創拠点』として活用する
ことで町外と新しい接点を生み出し、地域課題解決に向けた
新たな「X=変革」を推進する。

・次の4つの軸を遂行するメイン施策として定め、これに基づ
きイベント開催やプロジェクトを企画・推進する。

１．益子町の PR や観光誘客を図るなどの「観光」施策
２．ふるさと納税や企業誘致活動などの「産業振興」施策
３．関係人口創出・移住相談などの「関係人口・移住」施策

４．職員の意識改革や町外への情報発信などの「意識変革・
情報発信」施策

意識変革
情報発信

産業振興

観光PR
関係人口
移住促進



私の役割

「都心の事業者・個人等」と「益子町の事業者・職員・住民」との接点を生み、
新たな交流・活動を発生させること。



2023年度の振り返り



2023年度のQWS活用基本方針

活用方法の検討期間

2023年度は、益子町として

QWSをどのように活用できる

かを検討する期間と定め、

様々な状況に柔軟に対応しな

がら運用する。

毎月のイベント枠の活用

役場職員の意識変革及び関係

人口創出を主目的とし、2023

年7月～2024年3月は各原課に

担当を割り振り、毎月益子町

主催のイベントを開催する。

同時4名利用の基盤構築

益子町民または都内在住の益
子町出身者、益子町に関心を
持つ方にQWSを活用いただけ
るよう基盤を整える。

2023年7月からSHIBUYA QWSの活用を開始し、以下の基本方針に則り施策を進めてまいりました。



2023年度の開催イベント

2023年7月～2024年3月の9か月間
各原課主催で毎月イベントを開催。
常に20名程度の集客を行い、益子町
についての認知度を向上させました。



住民の利用の促進

利用申請フォームを作り、益子町の住民なら誰でもQWSを利用できるよう基盤を整えました。



対外的な情報発信



2024年度の振り返り



2024年度のQWS活用基本方針

町民による活用

・益子町内事業者が自発的にQWSを活用できる環

境を醸成していく。

・益子町出身者がQWSで集えるよう、コミュニテ

ィを形成していく

行政による活用

・単発のイベントを開催するだけでなく、益
子町の既存・新規の施策や事業の中でイベン
ト枠を活用することを促進する。

・「益子町未来共創拠点の目的」をQWS活用
に伴う取組の判断基準とし、目的に沿ったイ
ベントやプロジェクトを企画・遂行する。

2023年度の検討期間を経て、2024年度のQWS活用基本方針を次の通り設定し活動しました。



推進中の主なプロジェクト

現地体験型旅行商品企画PJ
暮らしに焦点を当てた

益子出身者による「ましこね」
日体大荏原高校との連携



2024年度の開催イベント

2024年4月～2025年2月の11か月間に
9回のイベントを開催。

益子町の事業者や商工会、益子出身者
による自発的な企画が増えました！



2023～2024年度を通しての成果

益子町と日本体育大学荏原高等学校（東京都大田区）が
「探究活動と地域活性化」を目的とした包括連携協定を締結



2023～2024年度を通しての成果

益子町と株式会社bioEggが包括連携協定を締結

この協定を通じて、地域資源を生かし、地域に根差

した農業技術の開発や住民の生活向上を図るための

雇用創出、環境負荷を軽減する持続可能な農業の普

及などに取り組み、地域農業の発展と持続可能な社

会の実現を図ります。

◆株式会社bioEgg

作る人・食べる人・地球に優しい農業を世界に普及

させることを目的として、生物的防除による農業の

普及活動を推進する企業。



2023～2024年度を通しての成果

都内で活躍するパティシエと「ブルーベリーと里山と」のコラボイベント開催



まとめ

「離れているからこそ、どう地域に関われるか？」

2025年度は・・・
・4/2 Midnight Breakfastイベント
・5/28 吉村農園×bioeggイベント
・益子国際工芸交流事業イベント
・益子町の現地ツアー開催 等を予定



余談
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